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NPO法人日本ファンドレイジング協会 

2010年度 事業・活動報告 

 

 

＜１＞ 日本ファンドレイジング協会の組織基盤強化 

 

１．事務局体制の強化 

２．総会・理事会の開催 

３．支援者組織化 

４．広報 

５．その他（商標登録） 

 

＜２＞ 寄付文化革新事業 

 

１．研修事業 

２．ファンドレイジング大会の開催 

３．出版事業 

４．普及啓蒙事業 

５．その他（講師派遣など） 

 

 
＜事 業 内 容＞ 

 

＜１＞ 日本ファンドレイジング協会の組織基盤強化 

 

１．事務局体制の強化 

 

１）職員雇用 

    

2010年 6月 21日より、新事業（寄付白書創刊・フィランソロピー教育）の推進のために

職員１名を雇用した。合わせて、ファンドレイジングネットのサイト管理、ファンドレイ

ジング大会開催などについて、必要時にアルバイトの雇用も行った。 

 

 

２．総会・理事会の開催 
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１）総会開催 

2010 年 6月 21 日に 2010 年度の通常総会を開催。前年度の決算と事業報告、今年度の予算

と事業計画を決議した。なお、総会終了後には、今年度の協会諸事業について、出席者全

員で考えるワークショップを開催した。 

 

２）理事会開催 

  

今年度は、下記のとおり、３回の理事会を開催した。 

 

2010年 

6月10日：第７回理事会 

・2010年度総会議案書の決定 

・2020ビジョンの決定 

・23年度税制改正要望（公益法人協会との連名提出）の決定 

 

2011年 

1月12日：第８回理事会 

・「第２回日本ファンドレイジング大賞」の決定 

・2011年度事業計画策定に向けた意見交換 

 

3月30日：第９回理事会 

・2011年度暫定事業計画決定 

・2011年度暫定予算計画決定 

 

３.支援者の組織化 

１）会員拡大 

 

会員数は、個人・法人をあわせて、２８１人となり、当初の目標２５０人を上回った。     

 

2011年3月31日現在の会員数は下記のとおり。 

 

運営会員     ６４人 

賛同会員・個人    １９１人 

賛同会員・ＮＰＯ     ２４団体 

賛同会員・企業      ２企業 
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なお、会員の知見を集約し、かつ協会への参加感を高めるために、総会開催日には、

総会議事終了後に「ワークショップ」を設け、協会の諸事業について意見交換を行っ

た。 

 

また、会員の継続率を上げるために期限切れ１か月前には継続依頼レターを、未納金

者には期限切れ１週間前、さらに権利喪失直前にメールにて継続を依頼。その結果、

一般的に継続率が低いとされる「１年目」においても７割の継続を維持した。 

 

２）ボランティアの組織化 

 

「ＪＦＲＡボランティアデー」を中心に積極的にボランティア参加を募り、協会の活

動紹介、交流とともに、折々、ジャーナルの発送、セミナー、ファンドレイジング大

会等で協力を得た。特に、ファンドレイジング大会では、４１人のボランティアが大

会の開催準備と当日の運営に協力した。 

 

４月 

日時：2010年4月20日19:00～20:30 

活動紹介と寄付白書について 

 

5月 

2010年5月25日19:00～20:30 

活動紹介と寄付白書について 

 

6月 

日時：2010年6月29日19:00～20:30 

FRJ2011(ファンドレイジング大会)運営ボランティアチームキックオフ 

 

7月 

2010年7月26日19:00～20:30 

FRJ2011運営ボランティア各チーム会議 

 

8月 

2010年8月31日19:00～20:30 

活動紹介及びファンドレイジングジャーナル発送 

 

10月 
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2010年10月8日19：00～20：30 

FRJ2011リーフレットの発送作業 

 

11月 

2010年11月30日19：00～20：30 

FRJ2011ボランティア会議 

 

12月 

2010年12月14日19：00～20：30 

「寄付白書2010」発送 

 

1月 

2011年1月14日（金）19：00～20：30  

FRJ2011ボランティア説明会・作業1 

2011年1月25日（火）19：00～20：30  

FRJ2011ボランティア説明会・作業2 

 

2月 

2011年2月1日（火）19：00～20：30 

FRJ2011ボランティア作業 

2011年2月22日（火）19：00～20：30 

FRJ2011ボランティア振り返り 

 

３）プロボノやインターンの活用 

研究会やセミナーの報告文作成（大学生インターン）、ファンドレイジング行動基準策定（監

査法人勤務・公認会計士プロボノ）などで、各種事業に専門性のあるボランティアに協力

してもらった。 

 

また、2011 年 1 月から 3月の 3ヶ月間は地方でのＮＰＯを立ち上げ予定者が、協会でイン

ターン勤務。こうした人材活用で運営基盤を強化した。 

 

４．広報 

 

１）マスコミ報道実績 

 

協会では、これまでに接触のあったマスコミ関係者に対して、折々、個々に協会の活
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動に関して情報提供をし続けている。その結果、「寄付に関して」の取材を受けるこ

とが多々ある。とりわけ2010年度は、寄付白書の発行、タイガーマスク現象などで協

会への取材と関連報道が続き、マスコミ露出度が高かった。 

 

取材後に報道された実績は以下の通り。 

 

2010年 

8月 2日 福祉新聞 「ファンドレイジング 18日から全6回 東京でセミナー」 

8月 9日 日本経済新聞 「広角鋭角 寄付社会をつくる⑥ 集める側の才覚が大事」 

8月13日 日本経済新聞 「広角鋭角 寄付社会をつくる⑧ 税制改革 高まる要望」 

9月24日 福井新聞 「福祉社会在り方模索 つながれボランティアの輪」 

12月 7日 神戸新聞 「苦戦『赤い羽根募金』善意の使途PR不足」 

12月19日 ラジオ日本 「マット安川の価値組ビジネス！」 

12月24日 毎日新聞 「民間団体が初の白書 ０９年個人寄付５４５５億円」 

   

2011年 

1月 5日 神戸新聞 「日本初の『寄付白書』を発刊したNPO理事 鵜尾雅隆さん」 

1月 6日 朝日新聞 「始まる？寄付元年」 

1月12日 日本経済新聞 「覆面の善意は照れ隠し？」 

1月12日 東京新聞 「寄付の総額は１兆円」 

1月13日 フジテレビ 「知りたがり！『広がるタイガーマスク運動と日本人の精神』」 

1月15日 ＮＨＫ 「ニュース７『児童養護施設の現状』」 

1月15日 朝日新聞 「日本に寄付文化が根付くか」 

1月18日 日本経済新聞 「寄付、信託銀行通じ簡単に」 

1月21日 朝日新聞 寄付 銀行通じNPOへ 

1月23日 ＴＢＳラジオ 「安住紳一郎の日曜天国」 

1月24日 日本経済新聞 「匿名寄付に共感」 

1月27日 毎日新聞 「憂楽帳（社説） 寄付10兆円」 

1月31日 福祉新聞 「０９年の個人寄付５５００億」 

2月 3日 テレビ東京 「ワールドビジネスサテライト『タイガーマスクの経済学』」 

2月 5日 読売新聞 「匿名寄付 各地で昔から」 

2月11日 毎日新聞 「『寄付の教室』NPOなどを知り“援助”」 

2月17日 神戸新聞 「民間団体の寄付集め NPO法人がルールを策定」 

2月17日 京都新聞 「民間団体の寄付『行動基準』策定」 

2月19日 朝日新聞 「寄付付商品で貢献」 

2月20日 読売新聞 「『伊達直人』心つないで」 
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2月21日 福祉新聞 「共感得て課題解決 資金開拓の行動基準発表」 

3月 3日 R２５ 「タイガーマスクはブームじゃない！みんなの寄付入門」 

3月11日 日経産業新聞 「日本の寄付文化 NPO、仕組み改善に期待」 

3月25日 毎日新聞 「東日本大震災―暮らしどうなる？」 

3月29日 読売新聞 「買物通じ被災地支援―代金を義援金に」 

 

２）ＣＡＮＰＡＮブログでの情報発信 

 

協会の公式ホームページとは別に、ＣＡＮＰＡＮブログにて、「事務局便り」と題し

て、協会の動きなどを掲載。１年間で２５８本のブログ記事を、月曜日から金曜日ま

で、ほぼ毎日掲載した。 

 

５．その他 

 

商標登録 

 

今後、各地でファンドレイジングに関する取り組みが他団体でも実施されることが予

測される中で、協会ブランドを確立していくために、以下の事業名称などを商標登録

した。 

 

①「Giving Japan」（寄付白書の名称として） 

②日本ファンドレイジング協会（団体名称として） 

③フィランソロピーガイド（フィランソロピー教育の資格認定者の名称として） 

 

 

＜２＞ 寄付文化革新事業 

 

１．研修事業 

 

１）ファンドレイジングセミナー開催（全６回） 

 

一般向けセミナーとして、テーマを「支援者とのリレーションマネジメント」として、

広くＮＰＯ関係者などを対象としたセミナーを６回開催した。（別添資料⑦） 

 

第１回 2010年8月18日 18:30～20:30（参加者数：１０９人） 

 「社会をデザインする」 
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講師：株式会社毎日アースデイ 代表取締役 池田正昭 氏 

 

第２回 2010年9月9日 18:30～20:30（参加者数：１０８人） 

 「パブリックスピーキング」 

講師：株式会社コムニス 代表取締役 蔭山洋介 氏 

 

第３回 2010年9月29日 18:30～20:30 （参加者数：１００人） 

 「ソーシャルメディアが『縁』を広げる」 

講師：NPO法人CANPANセンター 理事 久米信行 氏 

   社団法人シャンティ国際ボランティア会 国内事業課 課長 鎌倉 幸子氏 

 

第４回 2010年10月21日 18:30～20:30（参加者数：９４人） 

 「幸せの循環をつくるドナー・リレーションシップ・マネジメント」 

講師：株式会社ファンドレックス 取締役 吉田憲司 氏 

 

第５回 2010年11月11日 18:30～20:30（参加者数：８６人） 

 「『ジャスト・ギビング』する人たち」 

講師：一般財団法人ジャスト・ギビング・ジャパン 業務執行役員 佐藤大吾氏 

 

第６回 2010年11月26日 18:30～20:30（参加者数：９７人） 

 「ファンドレイジングが社会を変える」 

講師：日本ファンドレイジング協会 常務理事 鵜尾 雅隆 

 

 

いずれのセミナーも、参加者へのアンケートでは、 

満足度、わかりやすさ、ともに5点満点の4点を超えており、成功裡に終わったと言え

る。 

第１回：満足度 4.33 わかりやすさ 4.15  

第２回：満足度 4.30 わかりやすさ 4.36 

第３回：満足度 4.56 わかりやすさ 4.63  

第４回：満足度 3.73 わかりやすさ 3.89 

第５回：満足度 4.85 わかりやすさ 4.82  

第６回：満足度 4.44 わかりやすさ 4.59  

 

２）ファンドレイジング研究会開催（全１１回） 
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「ファンドレイジング研究会」は、当協会の会員を対象として、ＮＰＯの資金調達改

善の事例研究やスキルアップ研修を実施することを目的とするもの。昨年に引き続き、

約月一回のペースで開催。大阪での開催も含めて11回開催した。 

 

この研究会は、相互の学び合いの環境を担保するために、人数を２５名程度として、

参加型で開催することで、ノウハウや知見の集約、共有を図った。 

 

毎回、研究会では、終了後に「１時間だけ」の懇親会を開催。毎回、ほとんどの参加

者が参加、講師を交えて、和やかな交流と熱心な議論が続いた。 

 

なお、研究会では、毎回、終了後の１週間後の週末に、参加者がオンライン上（ファ

ンドレイジングネット）で研究会を振り返る週末書き込みイベントを行った。これは、

研究会の２時間だけではなく、その後に皆で振り返ることで、さらに学びが深まるこ

とを企図して実施している。 

 

第8回 

2010年5月20日 18:30～20:30 

「ＡＦＰ大会報告会」（48名） 

報告者：日本ファンドレイジング協会 鵜尾雅隆、徳永洋子 

 

第9回 

2010年6月28日18時30分～20時30分 

「ファンドレイザーが知っておくべきNPOのマーケティング」（42名） 

講師：長浜洋二 氏 

 

第10回 

2010年7月21日 18時30分～20時30分 

「チラシ道場」（32名） 

講師：吉田理映子 氏 

 

第11回 

2010年8月19日 18時30分～20時30分 

「キャンペーン型ファンドレイジング」（21名） 

講師：玉田雅己 氏 

 

第12回 
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2010年9月16日 18時30分～20時30分 

「戦略的な大口寄付開拓」（17名） 

講師：マルタ・M・レジェコフスキー 氏 

 

第13回 

2010年10月6日 18時30分～20時30分 

「対人コミュニケーション」（20名） 

講師：黒木桂櫻 氏／はしながゆたか 氏 

 

第14回 

2010年11月1日 18時30分～20時30分 

「慶應義塾創立150年記念事業から学ぶ」（20名） 

講師：澤藤正哉 氏 

 

第15回 

2010年12月17日 18時30分～20時30分 

「自団体に最適な寄付者データベースを導入するには具体的に何をしたらいいの

か？」（29名） 

講師：吉田憲司 氏 

 

第16回 

2011年1月7日 18時30分～20時30分 

「クリスマス・歳末キャンペーン徹底比較！」（21名） 

事例共有者：清野陽子 氏／渡辺日出夫 氏 

 

第17回 

2011年3月4日 18時30分～20時30分 

「ファンドレイジング・日本2011振り返り会」（20名） 

ファシリテーター：鵜尾雅隆 

 

３）ファンドレイジングセミナーin大阪 

 

2011年2月7日、大阪ボランティア協会の協力を得て、ファンドレイジング大会にアメリカ

から招聘した、サーベイ・アーミーを率いたソーシャル・メディアの第一人者ニッキ・ノ

ーブル氏とブラックバウド社クライム・ラム氏を講師に、「ファンドレイジングの潮流

と明日への期待」と題するセミナーを開催した。このセミナーには、大阪のみならず
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九州などから、約１００名の参加者を得た。 

 

４）ファンドレイジング研究会in大阪 

 

2010年8月2日に、地域活動展開の一つとして、大阪ボランティア協会の協力を得て、 

「コーズ・リレイテッド・マーケティングは救世主になれるのか！？」と題する研究

会を開催した。講師は、野村尚克 氏と鵜尾雅隆。約４０名が参加した。 

 

５）委託事業によるセミナー 

 

神奈川県の委託により、企画・立案も含めた委託事業としてかながわコミュニティカ

レッジで以下の連続セミナーを開催した。 

 

2011年3月1日（火）13時30分～16時40分 

神奈川県かながわ県民活動サポートセンター 

活動資金を集めよう！ 

「成功事例から学ぶファンドレイジングのコツ」 

 

2011年3月8日（火）13時30分～16時40分 

神奈川県かながわ県民活動サポートセンター 

「助成金の獲得から事業遂行までⅠ・Ⅱ」 

 

 

６）出前カフェ 

 

協会の地域における活動展開の一つとして、地域の会員の協力によって、職員の地方講

演時に、その前後に協会会員との勉強会と交流会を開く下記の２つの「出前カフェ」を

行った。各回とも参加者は１０名。協会活動への理解を深めてもらった。 

 

・出前Cafe in 福井 

 

日時：2010年9月22日（水）16：00～18：00 

場所：福井県社会福祉センター 

協力：福井県共同募金会 

講師：徳永洋子 
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・出前Cafe in 鳥取 

日時：2010年10月6日（水）15：00～17：00  

場所：とりぎん文化会館（鳥取県民文化会館） 

講師：鵜尾雅隆 

 

 

２．ファンドレイジング大会開催 

 

2011 年 2 月 5 日・6 日、日本財団ビルにて、第 2 回目となるファンドレイジング大会

「ファンドレイジング・日本 2011～新しいコト、さあ始めよう！～」を開催し、全国

から５１０名の参加者を得た。 

 

オープニングセッションには、アメリカからソーシャル・メディアの第一人者ニッキ・ノ

ーブル氏とブラックバウド社のクライム・ラム氏を招聘し、基調講演を行った。２日間、

全２４セッションと５つの特別プログラムでは、ファンドレイジングのノウハウ、ツール、

成功事例などを発表した。 

 

大会では、日本中で、拡がりをみせている非営利団体のファンドレイジングの成功事

例を数多く集め、数多くのセッションを通じて、学び・気づきを提供する２日間とな

った。またソーシャル・メディア（Twitter）を活用したプログラムも設けられた。 

 

協賛団体・企業による展示ブースコーナーでは、ファンドレイジングに有効なサービ

スやグッズが紹介され、参加者の人気を集めた。 

 

書籍販売コーナーでも、講師の著書を中心に、約 25種の書籍を委託販売し、好評を得

た。 

 

１）プレイベント 

今年度は、初めての試みとして、2月4日に下記のプレイベントを催した。 

・オプショナルツアー 

   ＣＡＮＰＡＮセンター 

 世界の子どもにワクチンを 日本委員会（前年度「ファンドレイジング大賞」  

の受賞団体） 

  アドボカシ―の現場：国会見学とＮＰＯ議連議員との交流 

・「寄付白書2010」発行記念講演 

・「寄付白書2011」発行記念パーティ 
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２）開催告知の広報活動 

 

協会では、この大会開催を毎年のメインイベントと位置付け、集客、及び協会の認知

度の向上を図るべく、事前の広報活動に注力した。特に、大会開催概要（全２４セッ

ションの解説付き）は20000部作成。関係機関の協力も得て、日本各地に配布した。 

 

３）開催概要 

 

・開催にあたっては、ボランティアの協力を得て準備を進めた。ボランティアを公募

する他、ボランティアへの説明会も開催。円滑な活動が図れるように「運営者用資

料」を作成して配った。 

 

・大会には約５１０名の参加者を得た。そのうち、有料参加者数は３９２人。加えて、

講師、招待客（含むマスコミ関係者）と運営者。 

 

・参加者のうち、地域的には関東圏からが６８.９％。その他、北海道から沖縄までの

全国各地から参加を得た。職業的には、３１.１％の人がＮＰＯの有給職員・ボラン

ティア、企業関係者が２６.３％、公務員が４.１％と続く。 

 

・１日目の夕刻には交流会も開催し、米国からの招聘講師をはじめ、各セッションの

講師も交えて、１５０名が参加した。 

 

・今年度は、協賛団体として、企業・団体から協賛や助成を募り、その結果、386万円

を得た。 

 

～協賛団体～ 

・セールスフォース・ドットコム ファンデーション 

・株式会社バリューブックス 

・株式会社エースデザイン 

・一般財団法人ジャスト・ギビング・ジャパン 

・公益財団法人信頼資本財団 

・株式会社ソノリテ 

・ダイレクトマーケティングジャパン株式会社 

・株式会社ファンドレックス 

・富士ゼロックス東京株式会社 
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※これらの協賛団体、日本財団、協会については、ブース展示を行った。 

 

・また、前年度の実績が評価され、内閣府、外務省、米国商工会議所などから後援を

得た。 

 

～後援団体～ 

・内閣府 

・外務省 

・在日米国商工会議所 

・NPO法人NPO会計税務専門家ネットワーク 

・社会福祉法人大阪ボランティア協会 

・社団法人企業メセナ協議会 

・公益財団法人公益法人協会 

・NPO法人国際協力NGOセンター(JANIC) 

・NPO法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 

・公益財団法人助成財団センター 

・東京ボランティア・市民活動センター 

・NPO法人日本NPOセンター 

・公益社団法人日本フィランソロピー協会 

 

・２日間の全２４セッションの内容は、ファンドレイジングに関するノウハウ・ツー

ル・成功事例の検証など。加えて、ランチセッション２つ、モーニングセッション1

つを行った。 

 

・１日目の夕刻には交流会も開催し、米国から招聘した２講師はじめ、各講師も交え

て、約２００名が参加した。 

 

・クロージングセッションでは、「ファンドレイジング行動基準」を発表。また、「第

２回日本ファンドレイジング大賞」を「あしなが育英会」に授与した。 

 

４）その他 

 

・オープニングセッションは、ＵＳＴＲＥＡＭでライブ中継した。 

 

・大会の記録として、ビデオを作成。このビデオは、ＤＶＤとして関係者に配布した。 



 14 

・大会をＮＨＫが取材し、２月５日午後６時のニュースで報道された。 

 

・来年度の開催は、2012年の2月4日と5日。プレイベントは2月3日。 

 

３．出版事業 

 

１）寄付白書２０１０ 

2010年12月20日、「寄付白書２０１０」を経団連出版から創刊した。また、3月末には

英語版も完成。印刷物と合わせて、ウェブ上からダウンロード販売を行う。 

 

 

「寄付白書２０１０」の発行については、「発行パートナー」を募集し、約３００万

円の寄付を得た。 

 

発行に際しての記者会見では、５大紙を含む１５名の記者が参加して、社会的な関心

を集めた。 

 

この白書は、全国１２０の主要大学図書館・公立図書館に寄贈。3月31日現在 ２１３

１冊（初版４０００冊）を販売した。 

 

２）季刊誌として、ファンドレイジングジャーナル、「FUNDRAISING」を発行した。 

今年度は以下の全３号を発行した。なお、第７号は東日本大震災の影響で、発行・ 

配布が遅れ、2011年度の事業となった。 

 

・第４号 2010年6月発行 

特集「新しい公共とファンドレイジング」 

・第５号 2010年9月発行 

特集「Fundraising Seminar 2010」 

・第６号 2010年12月発行 

   特集「FRJ2011」 

 

このジャーナルは会員に対しては会員特典として無料配布。その他、有料定期購読者

は１０５名。 

  

４. 普及啓蒙事業 
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１）フィランソロピーモデル事業 

 

協会では、設立当初より、フィランソロピー社会の実現に向けて、子どもたちへの寄付者

教育を行うこととしていたが、今年度、その取り組みを開始した。 

 

2010 年 9 月には有識者（中央共同募金会・（株）ウィルシード・埼玉県庁・鶴ヶ島市社会

福祉協議会）とワーキンググループを立ち上げて準備を開始。下記の２校で「寄付の教室」

を開催した。 

 

・１２月８日・９日 

学校名：鶴ヶ島市立富士見中学校(埼玉県) 

参加者数：１０７名(２年生３クラス)  

・１月２８日 

学校名：北九州市立石峯中学校（７２名） 

    福岡県立若松高等学校(４０名) 

 

２）「ファンドレイジング行動基準」 

 

前年度に発表した「寄付者の権利宣言 2010」に対するものとして、ファンドレイザーが守

るべき行動基準についての策定を開始。 

 

海外の事例を検証し、国際基準については、他の 26カ国に次いで日本の協会として「承認」

の意を示した。（9月 30 日に持ち回り理事会で決定） 

 

この国際基準に沿った行動基準を策定することとし、ファンドレイジング行動基準策定委

員会を 10 月に設置、草案を策定し、12 月に広く意見募集を行い、その結果を反映させた

「ファンドレイジング行動基準」を 2011 年 2月 6日、ファンドレイジング大会のクロージ

ングセッションで発表した。 

 

５．その他 

 

１）講師派遣 

 

2010年4月21日（水）8：00～9：30 

総務省有志によるおっはー！クラブ 

「朝食勉強会」 
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2010年5月19日（水）13:00～16:00 

千葉県ＮＰＯ 

「紹介ＣＭづくりを通じて高めるファンドレイジング力」２回目 

 

2010年6月2日（水）13時30分～15時30分 

国土交通省 

「新しい公共」は日本の寄付、そしてNPOを変えるか？ 

 

2010年6月28日（月）・29日（火） 

中央共同募金会 

「第１回赤い羽根全国ミーティングinくろべ」 

 

2010年7月3日（土）13時～15時 

府中NPO・ボランティア活動センター 

第７回市民活動支援講座「助成金セミナー」 

 

2010年7月26日（月）18時30分～21時 

立教大学 21世紀社会デザイン研究科 

公開講演会「社会の公器としての人材発掘・育成・支援のプラットフォームを―「公

志」を実現する社会イノベーターの創出へ向けて」 

 

2010年8月23日（月）10時～12時半 

かながわ福祉サービス振興会 

「障害福祉事業所のためのファンドレイジング講座」 

 

2010年9月23日（木）10：00～16：00 

福井県社会福祉協議会 

「ふくい・つながりフォーラム2010～つながれ！８０万人のボランティアの輪～」 

 

2010年10月6日（水）18：30～21：10 

鳥取県総合芸術文化祭実行委員会 

「とりアート平成22年度アートマネジメント研修会」 

 

2010年10月23日（土）13：00～17：00 

アイ・エス・エル（ISL） 
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「社会イノベーター公志園「公志園動画」ビデオ作成講座」 

 

2010年11月5日（金）12：00～17：00 

米国研究製薬工業協会 

「PhPMAインフォメーション・セッション」 

 

2010年11月18日（木）・19日（金） 

NPO活動推進自治体フォーラム島根大会実行委員会 

「NPO活動推進自治体フォーラム島根大会」 

 

2010年11月29日（月）13：30～16：20 

千葉まちづくりサポートセンター 

「ファンドレイジング演習①」 

 

2010年12月3日（金）13時20分～16時20分 

千葉まちづくりサポートセンター 

「ファンドレイジング研修②」 

 

2011年1月23日（日）13時～16時 

とす市民活動ネットワーク 

「寄付文化について」 

 

2011年1月24日（月）18時30分～20時30分 

北九州市障害福祉ボランティア協会 

「オカネ集めのコツを考える」 

 

２）「ファンドレイジングネット」の運営移管とリニューアル（別添資料○42） 

 

2010 年 4月に、オンラインコミュニティ「ファンドレイジングネット」の運営が、シーズ・

市民活動を支える制度をつくる会から移管された。 

 

5 月 10 日には、会員の中からソーシャルメディアに詳しい人に集まってもらって「ファン

ドレイジングネット検討会」を開催。検討会で出た意見をもとに、仕様・機能を改変し、

10 月 2日にリニューアルオープンした。 

 

３）海外のファンドレイジング協会との連携  
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日本における唯一最大のファンドレイジング協会であることを内外に示すために、海外の

ファンドレイジング協会との連携を深めている。また、今後、認定ファンドレイザー資格

制度創設に向けては、他国と連携して、国際的にも通用する資格制度としていくことを企

図している。 

 

具体的には、4 月に開催された米国ファンドレイジング協会（AFP=Association of 

Fundraising Professionals）の国際大会に招待されて参加。また、9 月には、国際組織

「Resource Alliance」から、国際ファンドレイジング大賞の候補団体に、2010 年度「日

本ファンドレイジング大賞」受賞団体のエントリー要請があり、「世界の子どもにワクチン

を 日本委員会」を推薦した。 

 

４）東日本大震災に関連して 

 

2011年3月11日に発生した東日本大震災について、協会は、被災者支援のための募金活

動を始めようとする団体に参考にしてもらうべく、以下の2つを公開した。 

 

・街頭募金１０の留意点 

・Web上で災害救援募金を行う際の１０の留意点（別添資料○44） 

 

さらに、東日本大震災被災者支援へ寄付した人たちの寄付に込められた想いを共有す

る場、I donated for Japan」という題名のページをfacebook上に開設した。 

 

また、発生直後から広く寄付金・義援金が集まる中で「寄付」に関するマスコミ取材

も続いた。 

 

＜2010年度に達成したこと＞ 

１）支援者拡大 

会員数が、個人・法人をあわせて、２８１人となり、当初の目標２５０人を上回った

こと、また、ボランティアデーを通じてボランティアの組織化が進んだことから、2

年目を迎えて組織基盤の強化が図れた。さらに、寄付白書発行に際しての発行パート

ナー募集に３７人（１９０万円）の参加が得られたことも、協会の新しい取り組みに

関する支援者の期待を示すものだと感じた。 

 

２）新しい価値の創出 
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セミナー、研究会、ジャーナル発行などの初年度からの継続事業に加 え、寄付白書、

ファンドレイザー行動基準策定、フィランソロピー教育などの新事業を通じて日本に

これまでなかった新しい価値を生み出す取り組みをスタートさせることができた。 

 

３）寄付市場形成主体としてのポジション確立 

寄付市場の拡大に欠かせない寄付市場の可視化（寄付白書）とルール作り（ファンド

レイジング行動基準）を実現したことにより、協会に関するマスコミ報道も増え、国

際会議への参加、大会への米国からの講師招聘などを通じて、海外のファンドレイジ

ング協会との交流も深まり、設立 2 年目で国内外に「日本の寄付市場形成主体」とし

てのポジショニングを確立することができた。 

 

４）ファンドレイジング大会「ファンドレイジング・日本 2011」の成功 

メインイベントと位置付けているファンドレイジング大会、「ファンドレイジング・日

本 2011」を第１回目より内容・期間ともに拡大して開催することができた。さらに、

開催に際して、マイクロソフト（１００万円）などの大企業の協賛に加え、米国大使

館（１万ドル助成）、内閣府（後援）、外務省（後援）、米国商工会議所（後援）といっ

た、社会的な信頼を補強する支援を得ることができたのがよかった。 

 

＜2011年度に目指すこと＞ 

１）各事業の相乗効果 

各事業が一定の成果を上げる中で、事業間の相乗効果を図り、 成果を協会の「知」と

して集約していく。特に、研究会を「知」の集約の場として、2112年度に開始する「認

定ファンドレイザー養成」のコンテンツにつなげる。 

 

２）地域との連携 

認定ファンドレイザー資格認定事業を進める上で欠かせない地域の関連機関（ＮＰＯ

センターや社会福祉協議会）との連携を一層深めていく。 

 

３）フィランソロピー教育で新しい価値の創出 

未来につなげる事業として、フィランソロピー教育の本格事業化をはかる。教育現場

だけではなく、自治体や証券業界等の金融教育とも連携し、新しい価値の創出を図り

たい。 

 

４）自主財源の拡大 
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現在、協会が行っている事業の多くは、将来に自立運営できるための先行投資だと考

えている。とりわけ、将来的に事業収入源の要となる「認定ファンドレイザー資格制

度」との相乗効果を考えて事業を進めていきたい。寄付白書やジャーナルなどの出版

事業は資格取得のための教材として、各種セミナーは資格認定のための研修として、

ファンドレイジング行動基準は資格取得の条件に…といった展開を企図して、その内

容の充実と、関係者の巻き込みを図りたい。 

 

 

 

以上 














